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澗
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．
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憲
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菊
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磯
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憲
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障
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塾
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粗
壁
の
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障
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融
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．
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障
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憲
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熱
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簾
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憲
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憲
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．
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手
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書
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漆
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．
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．
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．
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憲
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．
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．
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憲
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萱
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瓢
所
0
裁
判
官
の
中
か
ら
域
王
が
任
寒
し
、
．
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塔
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憲
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憲
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デ
ス
、
7
ル
グ
憲
法
五
八
條
等
に
よ
れ
ば
、
．
彼
等
は
聯
邦
め
保
障
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

♀
笠
ち
，
叢
薄
國
に
於
る
憲
鷹
番
そ
膣
驚
と
議
璽
の
麗
璽
す
る
限
り
蒙
歯
然
カ
イ
ゼ
ル
の
支
學
粂

イ
ツ
量
編
停
に
嬰
み
め
ら
る
る
を
毒
つ
・
イ
濠
そ
の
際
嚢
書
は
嚢
の
効
重
用
及
び
暴
露
号
す
窪
三
二
「

■
霜
違
と
解
せ
謹
呈
提
羅
は
憲
法
上
の
犀
利
穫
害
せ
ら
発
書
す
る
も
の
す
曙
藷
乏
認
め
匙
灯
標
．
・

．
夢
や
地
方
探
、
惚
リ
ツ
グ
地
方
團
集
聯
嚢
會
に
再
訴
す
を
と
蕎
て
い
た
。
更
券
、
例
え
ば
、
ザ
ク
ゼ
イ
写
マ
．
ル
〔

に
於
て
隻
邦
議
會
の
蟹
の
悪
露
依
、
馨
還
り
後
三
ヶ
凋
以
内
に
量
器
震
れ
な
場
合
は
、
饗
邦
馨
が
羅
上

恐
妻
森
あ
鳶
の
着
せ
乳
惚
の
隻
餐
竃
費
會
、
毒
馨
盆
暴
員
三
冷
の
二
の
多
讐
樹
義
三
三
馨

零
墨
鍵
略
書
争
謄
っ
職
す
べ
て
争
の
講
の
一
方
噛
提
訴
喉
2
の
患
理
三
三
《

．
喜
遷
を
解
騎
聖
ド
蒔
盟
が
ぞ
㊨
養
蓋
鎧
櫃
爾
イ
ッ
聯
琶
葵
と
課
す
る
塗
に
婆
．
聯
羅

，
カ
の
燈
化
と
の
關
聯
に
於
て
、
’
支
歯
内
σ
憲
法
孚
議
に
寵
し
顧
聖
ロ
ー
ア
帝
國
の
曲
面
裁
判
椹
の
範
に
倣
う
伺
盟
裁
判
所
の
設
立
蓮
動
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ご
　
ヒ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
或
は
一
八
三
四
年
ウ
車
」
ン
最
古
決
議
の
規
定
の
吟
味
を
止
…
め
τ
、
直
ち
に
一
八
四
九
年
7
ラ
シ
グ
フ
ル
、
ト
憲
法
草
案
に
於
る
と
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
の
臨
明
に
急
ぐ
ζ
と
と
ず
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
h
　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
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・
　
　
　
　
　
　
冷
　
噌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

　
　
　
一
鞍
敢
昂
奮
第
＋
七
巻
合
併
號
．
　
r
　
　
．
：
　
、
　
　
　
・
　
　
．
　
三
六
　
　
．
　
隔

染
撲
蓉
は
塁
主
業
民
垂
義
、
里
黎
主
業
聯
邦
屡
妻
、
堤
藁
嚢
と
募
分
耀
毒
オ
ー
・
播
り
履

　
越
主
義
と
プ
ロ
イ
セ
ン
優
越
主
義
と
い
う
相
封
解
す
る
最
も
困
難
な
聞
題
に
つ
い
て
左
写
中
、
右
各
政
蕪
五
百
名
の
議
員
の
政
治
的
硬
協

・
の
結
果
生
じ
た
も
の
で
冶
る
ガ
、
、
こ
の
憲
法
の
一
大
特
色
憾
聯
邦
大
審
院
が
國
事
躍
層
所
及
び
墨
隈
争
議
裁
判
厨
の
性
質
を
有
↓
、
就
頃
幽

薫
蒸
の
奇
書
の
翁
所
の
張
撮
る
椹
限
の
中
に
馨
ら
れ
て
い
た
℃
と
闇
っ
肇
㍗
ア
覆
の
蓄
由
思
想
滅
．

合
致
燕
申
糎
の
帝
一
算
璃
轟
轟
ぢ
に
想
起
せ
し
む
る
ふ
か
る
強
吠
な
る
帝
國
裁
制
耀
の
規
定
は
、
薫
の
中
揺
乙
諸
國
の
強
固
発

縷
繋
愈
婁
霊
的
堕
と
σ
實
業
蝉
騒
ら
箆
婁
ξ
は
禦
で
あ
る
。
し
．
こ
．
鋤
、
、
r
・
♂

㌧
ヴ
ン
ク
フ
ル
ト
憲
法
は
墓
亨
憲
法
の
保
障
あ
題
下
暴
露
の
こ
喜
各
種
の
黎
を
設
け
て
婁
。
①
憲
法
宣
賢
兄
つ
、
”
二

選
蕊
憲
叢
塞
九
六
る
撰
簾
（
＝
一
六
y
④
・
次
臣
弾
劾
訴
訟
£
％
週
）
⑤
帝
國
憲
法
争
議
裁
劇
（
こ
ミ
六
）
、
騰
で

曽
あ
る
ゆ
　
．
　
　
　
，
“
　
身
．
　
～
　
ご
．
・
く
・
　
　
　
　
　
・
　
．
　
　
　
　
　
　
．
、
。
∴
　
・
＝
黛
∵
刊
　
ひ
　
　
　
㌧
去
牛
　
　
、

「
製
出
患
法
最
盛
判
の
内
事
と
し
で
、
み
イ
）
帝
搦
の
羅
命
冷
製
の
帝
國
憲
法
獲
を
理
漏
し
て
霜
鰐
零
し
て
提
藩
す

蔓
沸
の
釜
、
吟
・
ψ
虜
と
下
隼
の
澗
普
馨
窺
と
帝
國
政
府
協
議
頑
蓼
の
解
讐
畢
毒
℃
て
義
裳

，
婁
選
寛
幕
璽
審
院
譲
潔
灘
瀞
轟
に
毫
窺
合
の
蓋
婁
あ
趨
れ
て
濃
」
．
善
麹
酸
憲
法
の
醤
州

魂
ど
竃
と
繍
躍
駐
、
藩
論
握
及
腰
躍
藷
麿
愚
醤
響
輩
圃
そ
嘆
魂
囚
呪
ぐ
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胃

毎

唾

◎

、

’

禽

藩

　
　
　
　
’
　
　
　
（
ロ
）
支
邦
に
於
、
る
政
体
の
夢
更
は
唯
々
帝
國
権
力
の
同
意
を
以
っ
て
の
み
行
は
る
る
ヒ
と
を
得
る
も
の
で
あ
つ
で
、
こ
の
同
意
は
帝
國

　
　
　
　
　
φ
　
憲
法
の
婦
警
に
毒
す
る
手
績
に
依
っ
て
與
え
ら
る
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
（
一
九
五
）
、
と
規
定
し
て
帝
國
権
力
の
保
障
を
確
保
し
た
が
、
伺
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
と
共
に
帝
國
は
支
邦
に
領
す
る
監
硯
又
は
監
督
と
し
て
帝
國
大
審
院
に
吹
の
櫃
限
を
附
熱
し
て
い
た
（
噌
三
一
）
。
“
（
イ
）
団
団
と
支
．

　
　
　
　
　
㍉
　
邦
と
の
聞
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
政
治
的
及
び
私
法
的
璽
議
、
　
（
ロ
）
支
邦
に
謝
る
王
位
糧
承
、
統
治
権
者
の
統
治
能
力
及
び
癬
政
に
關
す

　
　
　
　
　
　
　
る
争
議
、
　
（
ハ
）
支
邦
憲
法
の
効
力
又
は
解
繹
に
曝
す
る
當
該
支
邦
の
政
府
と
議
席
と
の
間
の
孚
議
、
　
（
二
）
配
湯
憲
法
の
破
棄
叉
は
違

　
　
　
　
　
　
　
憲
の
三
更
を
理
由
と
し
て
支
邦
政
府
を
相
乎
ど
り
支
邦
庶
民
が
提
起
す
る
公
訴
一
但
し
、
こ
れ
は
支
柱
憲
法
に
よ
っ
て
與
え
ら
れ
た
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
・
手
殺
が
不
可
能
の
場
合
北
限
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、

　　

@　

@　
W
・
フ
ン
ク
フ
ル
ト
憲
落
筆
の
恕
徹
癌
た
司
藁
思
蒙
遺
制
を
採
り
、
、
違
槍
法
の
司
法
的
塞
へ
耳
歩
を
進
ぬ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
、
あ
っ
て
、
エ
ル
フ
ル
｝
憲
法
草
案
の
中
で
も
こ
の
制
度
は
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
公
用
さ
れ
て
い
た
。
然
し
潅
が
ら
、
こ
の
憲
法
は
、
人
も
知

　
　
　
　
　
　
　
る
如
く
、
各
賦
の
反
動
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
四
世
の
怯
惰
に
よ
っ
て
丈
字
通
り
死
文
と
化
し
、
流
産
に
絡
り
、
奮
ビ
ス
マ
ル
ク
帝
國
憲
法
は
〃
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
法
の
保
障
〃
の
大
部
分
を
規
定
せ
ず
、
憲
法
廟
議
に
り
い
て
は
帝
國
参
議
院
が
之
を
審
理
し
、
帝
國
の
統
一
の
た
め
張
力
な
る
三
三
執
行

　
　
　
　
　
　
　
を
規
定
し
、
司
法
的
憲
法
保
障
制
の
嚢
展
は
一
時
遮
慰
す
る
に
壷
つ
た
と
は
錐
パ
も
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
憲
法
制
定
議
會
が
限
り
な
き
障
碍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

　
　
　
　
　
　
　
の
、
苦
難
の
下
に
黒
漆
の
た
め
に
求
め
て
嚢
晒
し
た
政
治
上
の
眞
理
ば
途
に
一
九
一
九
年
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
、
一
九
二
〇
年
オ
ン
ス
ト
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
「
．
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
ア
憲
法
を
ま
っ
て
結
回
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触
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急

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
拙
稿
三
三
嶺
冨
越
昌
窪
σ
q
。
箆
三
一
論
（
法
政
三
民
五
巻
二
號
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
Y
　
黎
。
騨
ヨ
弘
め
炉
N
醤
蝦
ω
o
ぼ
。
寓
8
密
口
国
9
a
o
竃
⊆
μ
9
q
負
＄
寄
ポ
ぽ
の
気
室
、
瓢
の
鐙
β
鵯
。
。
鉾
。
譲
σ
q
冨
騨
g
・
（
卜
唇
ゲ
乎
窺
や
幕
。
ぽ
匂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憲
洗
繋
所
論
（
欝
Y
　
　
　
　
！
　
　
．
、
　
　
　
　
　
三
七
略
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霧
瓢
薮
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．
霧
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塾
鞍
翫
ぎ
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
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法
欧
研
究
第
＋
七
巻
合
併
號
、
．
　
．
　
　
　
　
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
一
　
　
　
ご
一
八
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⇔
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簗
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⇔
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◎
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叢
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ﾄ
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∴
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．
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．
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．
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命
懸
思
議
景
て
図
る
．

〃．
蓋
※
登
は
命
令
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湾
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瀦
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．
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．
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縫
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．
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♂
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漁
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蓋
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潜
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